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日本における生態系ネットワークの位置付け    

 

生態系ネットワーク（エコロジカルネットワーク）は、日本の国づくりの施策・方針として 
位置づけられている。 
 
○ 国土形成計画（全国計画）［H20.策定］において、人と自然の共生を確保していくため

には、健全な生態系の維持・形成が必要不可欠であり、エコロジカル・ネットワー

ク形成の重要性の他、生物の生息・生育空間の確保や河川と一体となったまちづく

りなどの地域活性化の取組みを推進することが明示された。 

 

○ 「ラムサール条約第 10 回締結国会議」［H20 年開催］において、自然の生物多様性、生

態系サービス及び水田の持続可能性を高め、水鳥個体群の保全にも貢献するような

計画、農法及び水管理を特定し積極的に推進することを奨励する決議を、わが国か

ら提案し採択された。 
 
○ 中国圏広域地方計画 ［H21.決定/公表］において、人と自然の共生を推進するため、

様々な主体の参加・連携の下、生態系ネットワーク（エコロジカル・ネットワーク）

の形成を通じた自然環境の保全・再生を図り、自然にふれあうことのできる場の整

備や機会の拡大を図る取組を推進することが示された。また、中海・宍道湖やダム

湖等の湖沼、水辺の楽校プロジェクト等で整備された河川等を活用した、野鳥や水

生生物の観察等の自然環境学習プログラムの推進や、中海・宍道湖や秋吉台地下水

系のラムサール条約湿地等を活かしたエコツーリズムの推進等、自然にふれあうこ

とのできる場の創出を図り、中国圏における自然の保全・再生のためのエコロジカ

ルネットワーク構想の構築を推進することが示された。 

 

○ 生物多様性国家戦略 2012-20［H24. 閣議決定］において、地域固有の生物相の安定

した存続、あるいは個体数の減少した生物の回復を図り、将来にわたって生物多様

性が保たれる国土を実現するためには、保全すべき自然環境や優れた自然条件を有して

いる地域を核（コアエリア）として確保し、外部との相互影響を軽減するための緩衝地域（バ

ッファーゾーン）を設けるとともに、これらを生態的な回廊（コリドー）により有機的につなぐこ

とにより、生態系ネットワーク（エコロジカルネットワーク）を形成していくことが必要と明示さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 安全を持続的に確保するための今後の河川管理のあり方について〔答申〕［H25.社会資本

整備審議会］において、河川は広域的な生態系ネットワーク形成の骨格となることから、

河川管理者がこうした取組に積極的に関わり、流域あるいは流域を越えた複数の地方公

共団体や関係機関の取組をつなぐ等の中心的な役割を担うことが期待されている。 

 

○ 新たな「国土のグランドデザイン」 (骨子)［H26. 公表］において、本格的人口減少社会の

到来により、2050 年を視野に入れた中長期の国土づくりの理念や考え方を示すもの

として、新たな「国土のグランドデザイン」が示された。その中の基本戦略のひとつ

として、生態系ネットワークの更なる充実強化による生物多様性の保全と回復、また具体

的推進方策例のひとつとしてエコロジカル・ネットワークの形成（森林、農地、都市内緑地・

水辺、河川、海等を有機的につなぐエコロジカルネットワーク（生態系ネットワーク）の形成

を図る）が挙げられている。 
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出典：環境省自然環境局（2012）豊かな自然共生社会の実現に向けて 生物多様性国家戦略2012-2020
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